
第
十
七
条

使
用
前
検
査
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
工
程
に
お
い
て
、
電
気
工
作
物
検
査
官
（
法
第
四
十

九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）が
使
用
前
検
査

に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
機
構
の
検
査
員
（
法
第
百
四
条
の
三
の
資
格
を
有
す
る
者
を
い

う
。
以
下
同
じ
。））
が
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
検
査
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

工
事
の
工
程

検

査

事

項

一

原
子
炉
本
体
、原
子
炉
冷
却
系
統
設
備
、

計
測
制
御
系
統
設
備
、
燃
料
設
備
、
放
射

線
管
理
設
備
、
廃
棄
設
備
又
は
原
子
炉
格

納
施
設
に
つ
い
て
は
、
構
造
、
強
度
又
は

漏
え
い
に
係
る
試
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
状
態
に
な
っ
た
時

原
子
炉
本
体
、
原
子
炉
冷
却
系
統
設
備
、計
測
制
御
系
統
設
備
、

燃
料
設
備
、
放
射
線
管
理
設
備
、
廃
棄
設
備
又
は
原
子
炉
格
納

施
設
の
構
造
、
機
能
又
は
性
能
を
確
認
す
る
検
査
の
う
ち
次
に

掲
げ
る
も
の

一

材
料
検
査

二

寸
法
検
査

三

外
観
検
査

四

組
立
て
及
び
据
付
け
状
態
を
確
認
す
る
検
査

五

耐
圧
検
査

六

漏
え
い
検
査

七

原
子
炉
格
納
施
設
が
直
接
設
置
さ
れ
る
基
盤
の
状
態
を
確

認
す
る
検
査

二

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
車
室
の
下
半
部
の
据

付
け
が
完
了
し
た
時
及
び
補
助
ボ
イ
ラ
ー

の
本
体
の
組
立
て
が
完
了
し
た
時

一

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
構
造
、
機
能
又
は
性
能
を
確
認
す
る
検

査
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

材
料
検
査

ロ

寸
法
検
査

ハ

外
観
検
査

ニ

組
立
て
及
び
据
付
け
状
態
を
確
認
す
る
検
査

二

補
助
ボ
イ
ラ
ー
の
構
造
、
機
能
又
は
性
能
を
確
認
す
る
検

査
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

材
料
検
査

ロ

寸
法
検
査

ハ

外
観
検
査

ニ

組
立
て
及
び
据
付
け
状
態
を
確
認
す
る
検
査

ホ

耐
圧
検
査

ヘ

漏
え
い
検
査

三

原
子
炉
に
燃
料
を
装
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
状
態
に
な
っ
た
時

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備
、
計
測
制
御
系
統
設
備
、
燃
料
設
備
、

放
射
線
管
理
設
備
、
廃
棄
設
備
、
原
子
炉
格
納
施
設
、排
気
筒
、

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
、
発
電
機
、
変
圧
器
、
遮
断
器
、
発
電
所
の
運

転
を
管
理
す
る
制
御
装
置
及
び
非
常
用
予
備
発
電
装
置
に
係
る

原
子
炉
に
燃
料
を
装
入
し
た
状
態
に
お
い
て
必
要
な
機
能
又
は

性
能
を
確
認
す
る
検
査

四

原
子
炉
の
臨
界
反
応
操
作
を
開
始
す
る

こ
と
が
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
時

原
子
炉
本
体
、
原
子
炉
冷
却
系
統
設
備
、計
測
制
御
系
統
設
備
、

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
及
び
発
電
機
に
係
る
原
子
炉
が
臨
界
に
達
す
る

時
に
必
要
な
機
能
又
は
性
能
を
確
認
す
る
検
査

五

工
事
の
計
画
に
係
る
全
て
の
工
事
が
完

了
し
た
時

原
子
炉
の
出
力
運
転
時
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
総
合
的
な

性
能
を
確
認
す
る
検
査
そ
の
他
工
事
の
完
了
を
確
認
す
る
た
め

に
必
要
な
検
査
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第
十
四
条

法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
前
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
工
事
の
計
画
の
届
出
を
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
様
式
第
八
の
工
事
計
画
（
変
更
）
届
出
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
そ
の
届
出
が
変
更
の
工
事
に
係
る
場
合
で
あ
っ
て
、
取
替
え
の
工
事
に
係
る
と
き
は
第
二
号
の
書
類
を
、
廃
止

の
工
事
に
係
る
と
き
は
同
号
及
び
第
三
号
の
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一

工
事
計
画
書

二

当
該
事
業
用
電
気
工
作
物
の
属
す
る
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
書

類
三

工
事
工
程
表

四

変
更
の
工
事
又
は
工
事
の
計
画
の
変
更
に
係
る
場
合
は
、
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

２

法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
前
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
工
事
の
計
画
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
様
式
第
八
の
工
事
計
画
（
変
更
）
届
出
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

公
害
の
防
止
に
関
す
る
工
事
計
画
書

二

当
該
事
業
用
電
気
工
作
物
の
属
す
る
別
表
第
四
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
書

類
三

変
更
の
工
事
又
は
工
事
の
計
画
の
変
更
に
係
る
場
合
は
、
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

３

届
出
に
係
る
事
業
用
電
気
工
作
物
の
種
類
に
応
じ
て
、
第
一
項
第
一
号
の
工
事
計
画
書
に
は
別
表
第
二
の
中
欄
に

掲
げ
る
事
項
（
そ
の
届
出
が
修
理
の
工
事
に
係
る
場
合
は
、
修
理
の
方
法
）
を
、
第
二
項
第
一
号
の
公
害
の
防
止
に

関
す
る
工
事
計
画
書
に
は
別
表
第
四
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
、
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
届
出
が
変
更
の
工
事
（
取
替
え
、
修
理
又
は
廃
止
の
工
事
を
除
く
。）又
は
工
事
の
計
画
の
変
更
に
係
る
も

の
で
あ
る
と
き
は
、
変
更
前
と
変
更
後
と
を
対
照
し
や
す
い
よ
う
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

別
表
第
一
の
下
欄
又
は
別
表
第
三
の
下
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
計
画
を
分
割
し
て
法
第
四
十
八
条
第
一
項
前
段
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
す
る
場
合
は
、
第
一
項
各
号
又
は
第
二
項
各
号
の
書
類
の
ほ
か
、
当
該
届
出
に
係
る
部
分
以
外
の

工
事
の
計
画
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
そ
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
一
項
及
び
第
二
項
の
届
出
書
並
び
に
第
一
項
、
第
二
項
及
び
前
項
の
添
付
書
類
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
及

び
そ
の
写
し
二
通
と
す
る
。

（
添
付
書
類
の
省
略
）

第
十
五
条

法
第
四
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
法
第
四
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
書
又
は
届
出
書
に
添
付
す
べ
き
書
類
の
う
ち
、

経
済
産
業
大
臣
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会
が
そ
の
認
可
の
申
請
又
は
届
出
に
係
る
事
業
用
電
気
工
作
物
の
型
式
、
設

計
等
か
ら
見
て
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
旨
の
指
示
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
条
第
一
項
又
は
前
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
使
用
前
検
査
）

第
十
六
条

法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
業
用
電
気
工
作
物
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

と
す
る
。

一

第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
制
限
工
事
に
係
る
も
の

二

第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
工
事
に
係
る
も
の

第
十
八
条

法
第
四
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

原
子
炉
本
体
を
試
験
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
使
用
の
期
間
及
び
方
法
に
つ
い
て
経
済
産
業

大
臣
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会
の
承
認
を
受
け
、
そ
の
承
認
を
受
け
た
期
間
内
に
お
い
て
そ
の
承
認
を
受
け
た
方

法
に
よ
り
使
用
す
る
と
き
。

二

前
号
に
規
定
す
る
事
業
用
電
気
工
作
物
以
外
の
事
業
用
電
気
工
作
物
を
試
験
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合

三

事
業
用
電
気
工
作
物
の
一
部
が
完
成
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
完
成
し
た
部
分
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）に
お
い
て
、
そ
の
使
用
の
期
間
及
び
方
法
に
つ

い
て
経
済
産
業
大
臣
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会
の
承
認
を
受
け
、
そ
の
承
認
を
受
け
た
期
間
内
に
お
い
て
そ
の
承

認
を
受
け
た
方
法
に
よ
り
使
用
す
る
と
き
。

四

事
業
用
電
気
工
作
物
の
設
置
の
場
所
の
状
況
又
は
工
事
の
内
容
に
よ
り
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
原
子
力
規
制
委

員
会
が
支
障
が
な
い
と
認
め
て
検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
指
示
し
た
場
合

�š
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